
41IHI 技報　Vol.54  No.1 ( 2014 )

�ɽɹॹɹɹɹɹݴ



42 IHI 技報　Vol.54  No.1 ( 2014 )

移動体のディーゼル車の場合は，ୈ 2 ਤ
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と呼ばれる．
固定発生源の SCR 触媒は ( 1 ) 式の Standard SCR 反応
が主反応で，使われる触媒は，酸化チタン ( TiO2



44 IHI 技報　Vol.54  No.1 ( 2014 )

・ Cu 系ゼオライト
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ୈ 2 දに示すように，シリカ系がどの評価項目も良く，
総合評価が最も高くなった．そのため，バインダは Si 系
バインダを選択した．

3. 5ɹ৮ഔ୲࣋ྔͷݕ౼

ハニカムへの触媒担持量を変えて NO2 分解反応への
影響を調べた．触媒粉（ Fe 系ゼオライト b）の塗布量を
34.0，47.4，
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微妙にその値が変わった．( 3 ) 式の NH3 /NO2 化学量論
比は 1.33 であり，実験結果と異なるため，この理由につ
いて検討する．

SCR 反応では，一般的にブレンシュテッド酸点にアン
モニアが吸着して，その上に NOx が吸着して還元される
と考えられている．五酸化バナジウム／酸化チタン系での

Standard SCR 反応の具体的な反応機構 
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2NO2 + 2NH3 → N2 + N2O + 3H2O …………  ( 5 )0.050) 
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系触媒で吸着した NH3 が O2 と反応して N2 と H2O を
生成する ( 8 ) 式が起きることを報告している．

2NH3 + 3/2O2 → N2 + 3H2O ………………  ( 8 )

このため，NH3 /NO2 = 2 の場合も NO2 の転換率が
88％程度までは ( 3 ) 式の反応∵
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